










































































































留意すべきである。日本教職員組合の調査では、教師の平均残業時間は、 1日当たり 2時間 9分で、
若年層ほど長い傾向があること、また、自宅で試験の採点などをするいわゆる「持ちi帰り残業j の
日数は 1ヶ月当たり平均 11.5日となっていることが報告されている。また、 4、5年前に比べて「多
忙になったjと答えた教職員の割合は 73.1%と、多忙化がさらに進んでいる状況を感じとれる u内
外教育~ 2005年7月 12日号より。調査は 2004年 10丹、 1丹に行われている)。
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o r特集 教育経営と戦後教育 50年J日本教育経営学会編『日本教育経営学会紀要』第 38号、
第一法規、 1996年、 2-69頁。
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